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平成３０年５月１１日 

株式会社 阿波銀行 

 

平成３０年３月期決算について 

 

 阿波銀行（頭取 長岡奨）は本日、平成３０年３月期（平成２９年４月１日 ～ 平成３０年３月３１日）

の単体および連結決算を発表しましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成３０年３月期決算概要（単体） 
 

主要計数 平成３０年３月期 前年度比 

預金平均残高（譲渡性預金を含む） ２兆７，８１３億円 ３８２億円 増加 

貸出金平均残高 １兆７，６４８億円 ５７４億円 増加 

コア業務純益 １６７億５９百万円 ９億８３百万円 減益 

経常利益 １８０億６２百万円 ９億２０百万円 減益 

当期純利益 １１４億１５百万円 ６億５４百万円 減益 

金融再生法開示債権比率 ２．３９％ ０．４２ポイント低下 

自己資本比率（連結） １１．６０％ ０．０５ポイント低下 

経費率（修正ＯＨＲ） ６１．１４％ ０．６４ポイント上昇 

 

２．決算ハイライト 

・ 譲渡性預金を含む総預金残高（平均残高）は、個人預金および法人預金が順調に推移し、前年度比

３８２億円増加しました。また貸出金残高（平均残高）についても徳島県内をはじめ関東地区、関西

地区それぞれにおいて順調に推移し、同５７４億円増加しました。 

・ コア業務純益は、貸出金利息の減収などにより資金利益が減益となったほか、役務取引等利益も減

益となったことから、同９億円減益の１６７億円となりました。 

・ 経常利益は、実質与信費用が減少したものの、有価証券関係損益が減益となったことから、同９億

円減益の１８０億円となりました。また、当期純利益は同６億円減益の１１４億円となりました。 

・ なお、コア業務純益、経常利益、当期純利益は、それぞれ業績予想（第２四半期決算短信公表時）

との比較において、ほぼ計画通りとなりました。 

 

３．平成３１年３月期の業績見通し（単体） 

 コア業務純益 経常利益 当期(中間)純利益 

平成３０年９月期(中間期) ７２億円 ７０億円 ４８億円 

平成３１年３月期 １５０億円 １４６億円 １００億円 

 ・ 平成３１年３月期の業績見通しについては、マイナス金利政策が継続される中、有価証券利息配当

金が減収となることを主因に資金利益の減益を見込んでおり、上記のとおり予想しております。 
 

詳しくは決算短信をご覧ください。 

以  上 
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